
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

部局名 教育委員会

課室名 生涯学習課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名

目
的

指定文化財を始め埋蔵文化財の調査保護を行い、情報公開を進める中で、市民の保護意識の高揚
を図る。

対
象

市民

事務事業名称

10 5 4 224 頁 文化財保護費 文化財保護事業

事
業
概
要

　○国宝重要文化財等保存整備費事業（埋蔵文化財）
　　　①体験学習等開催・・・旧町毎に勾玉作り等埋蔵文化財関連の体験学習の出前講座を実施（７ヶ所）
　　　②埋蔵文化財広報資料作成等
　　　　　　　　　　　　　　　・・・「豊後大野市内埋蔵文化財ハンドブック②発掘！発見！郷土の歴史　弥生時代・古墳時代編」を刊行
　　　③埋蔵文化財保存活用のための整理等・・・調査遺物や寄贈資料などの出土品の再整理や接合による復元を実施

　○国宝重要文化財等保存整備費事業（遺跡）
　　　①市内遺跡発掘調査・・・市内５カ所での試掘調査による遺跡の範囲・内容等を確認し、保存に向けた基礎資料の作成を行う
　　　②前年度事業での調査成果についての概要報告作成・・・「豊後大野市内遺跡発掘調査概要報告書２」を刊行

　○地域伝統文化総合活性化事業委託事業市内無形文化財の保存、記録の整備
　　　①市内芸能関係古文書等総合調査・・・市内にある郷土芸能に関する歴史史料９件の解読、デジタル保存
　　　②市内祭典・民俗芸能映像記録保存・・・市内民俗芸能５団体の映像記録を作成

国・県支出金 市債 その他 一般

1,160 845 3

臨／経 事　業　名 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳
評価

臨時
国宝重要文化財等保存整
備費事業（埋蔵文化財）

出土品整理作業等
賃金 2,005 2,005

臨時
国宝重要文化財等保存整
備費事業（遺跡）

遺物実測委託料等
委託料 2,106 2,106 1,160

臨時
地域伝統文化総合活性化
事業委託事業

民俗芸能映像記録
作成等 委託料 2,028 2,028

946 3

2,028 3

計 6,139 6,139 4,348 0 0 1,791



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

 

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

ｃ
市民への調査実績公開
回数

ｄ

数値 目標 ― 目標 ― 目標

総合計画／後期基本計画において、基本施策（5－2－2）の目標としているため
数値 ―

活
動
指
標

指標 a 発掘調査の実施地区数 ｂ
文化財の調査・記録保
存件数

成
果
指
標

指標名 文化財の記録保存 目
標
年
度

Ｈ27

指標の設定理由

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

文化財の記録保存
－ － －

１回以上 目標

成果指標名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 活動指標名 単位

22 件 5 件
a

発掘調査の
実施地区数

件
23 件

―

件 10 件

― ― ―

― ―

b
文化財の調
査・記録保
存件数

件
28 件 7

％

ｄ

1 回 1 回

未調査・未記録のものが多数ある
100.0 ％ 100.0 ％ 100.0

課題
c

市民への調
査実績公開
回数

回
1 回

6,139 4,013
前年並

うち経常経費

補助事業等を活用して調査・記録を進める

決 算 額 （千円）
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 方向性

3,602 4,016

360 320 320

文化財保護のため必要である

市　　債

国　　費 1,800 2,000 4,028 2,000

対応（改善点等）

そ の 他

一般財源 1,472 1,656 1,791 1,693

理由

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3 行政の必須事項である

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 2
上位指定文化財が優先される傾向が
ある

着眼点 分析 分析根拠

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 法で定められた順守事項である

事業費に係る人件費 9,339 9,386 9,854 6,450

うち経常

財
源
内
訳

県　　費 330

事業の方向性 評価内容

継続 手法を考慮しながら目的達成を図ること

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 2
直営・委託の振り分けが妥当か精査
する必要がある

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3
文化財の保護・記録を行う上で必要
不可欠である

3
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